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、
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紙
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弁
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送
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す
る
。



衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
は
、
同
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
幼

児
、
児
童
及
び
生
徒
そ
の
他
教
育
上
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
に
対
し
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又

は
生
活
上
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、御
指
摘
の
よ
う
な
法
の
改
正
は
考
え
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
、
世
界
保
健
機
関
が
予
定
し
て
い
る
「
疾
病
及
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
」
の

改
訂
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
関
係
政
省
令
等
に
お
け
る
発
達
障
害
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
学
校

教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
十
条
各
号
に
規
定
さ
れ
て

い
る
「
自
閉
症
者
」
、
「
学
習
障
害
者
」
及
び
「
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
者
」
の
区
分
並
び
に
名
称
の
見
直
し
の
必
要
性
も

含
め
、
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

一



教
員
の
免
許
状
は
、
原
則
と
し
て
学
校
の
種
類
ご
と
の
免
許
状
に
区
分
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
特
別
支
援
学
校
以
外
の
学

校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
る
と
、
全
て
の
教
員
が
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
一
定
の
知
識
や
技
能
を
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
支
援
教
育
を
支
え
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
及
び
高
等
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許
状
を
取
得
す
る
際
に
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目
の
単
位
の
修
得
を
要
件
と
す

る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
の
教
員
へ
の
研
修
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
特
別
支
援
教
育
」
の
免
許
状
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

小
学
校
若
し
く
は
中
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
で
は
、
規
則
第
百
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
の
状
態

の
改
善
又
は
克
服
を
目
的
と
し
て
障
害
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
（
以
下
「
通
級
に
よ
る
指
導
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の
数
は
、
平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
現
在
で
八
万
三
千
七
百
五
十
人

で
あ
り
、
通
級
に
よ
る
指
導
が
制
度
化
さ
れ
た
平
成
五
年
か
ら
約
七
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
通
級
に
よ
る
指

導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の
数
は
増
加
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
通
級
指
導
教
室
」
を
法
に
明
記
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二



五
及
び
六
に
つ
い
て

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
条
第
二
項
に
お
い

て
、
「
行
政
機
関
等
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
か
ら
現
に
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
必
要
と
し
て

い
る
旨
の
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重
で
な
い
と
き
は
、
障
害
者
の
権
利
利
益

を
侵
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、
当
該
障
害
者
の
性
別
、
年
齢
及
び
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の

実
施
に
つ
い
て
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
項
に
規
定
す
る
社
会
的
障
壁

の
除
去
の
実
施
は
、
そ
れ
に
伴
う
負
担
が
過
重
で
あ
る
か
等
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の

よ
う
な
、
学
校
に
看
護
師
等
の
専
門
職
を
配
置
し
な
い
こ
と
及
び
障
害
特
性
に
配
慮
し
た
教
科
書
等
を
提
供
し
な
い
こ
と
が

直
ち
に
同
項
の
規
定
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
障
害
そ
の
他
の
特
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
学
習
の
用
に
供
す
る
た
め
の
教
科
用
図
書
の
著
作
及
び
提
供
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の
教
科
用
特
定
図
書
等
の
普
及
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律

第
八
十
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
科
用
特
定
図
書
等
の
供
給
の
促
進
及
び
児

三



童
生
徒
へ
の
給
与
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


